
 
 

≪参考資料②≫ 
 
■ 那覇空港におけるＡＮＡ『貨物基地構想』 
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運航便数 国際線 105便／週
国内線 56便／週

運航機材 B767型貨物専用機 等
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那覇における事業の規模

*運航路線・便数は2010年時点の計画です。

*参考：黒破線は既存の旅客定期便

貨物機運航の路線イメージ
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【 航空貨物基地の構築によるメリット 】 

 
□中型の貨物専用機を活用し、エクスプレス貨物等に最適な、アジア各都市を

カバーする効率的な航空輸送体制を構築します。これにより、夕方以降に集

荷された貨物も、翌早朝には目的地に輸送できる高品質なサービスの提供が

可能となります。 
 

 
効率的な輸送を行うために、航空貨物基地（ハブ）を那覇空港に構築し、 
日本を含むアジア域内に広範な航空貨物ネットワークを作ります。 
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